
（1）総括

（2）年間利用者数

4月 ６月 ７月 8月 9月
72人 72人 72人 72人 72人

10月 12月 1月 2月 3月
72人 72人 72人 72人 71人

（3）職種別職員数

園長 栄養士 事務員 パート
1人 1人 1人 15人

（4）組織体制

施設

保育補助
調理員
用務員

（5）年間行事計画

　　　別紙のとおり

社会福祉法人

監事

評議員会

保育士

栄養士
園長

事務員

７２人

11月
７２人

保育士
12人

理事会

平成30年3月31日

平成29年度の主な事業報告
社会福祉法人　釧路百葉福祉会

昭和どんぐりの家保育園

昨年度は６０名の定員に対してほぼ７２名在籍し、１２０％の在籍率があった。また０歳児も９名在籍していた。処遇改善
Ⅱに導入に伴い、昨年度2人体制にしていた主任を1人とし、以上児、未満時に各リーダーを配置する。栄養士を含め
リーダー会義のメンバーも5人とする。その他の職員に関しても給与面の改善を行う。各クラスの検討事項については
リーダーが窓口となり、リーダー会議で検討し解決を図れるようにする。また園長が園全体の子供の動向や情勢につい
ても伝える場とする。職員会義は主任、以上児、未満時会議はリーダーが責任を持って進行する。常勤のフリー保育士
が１０月に産休に入り代替えの職員を募集するが応募がなく、パート職員と主任で3月まで対応する。４月から半年間、
堀口クリニックの安沢心理士と共にティーチャーズトレーニングを実践しながら学んでいく。また年度の後半は保育士が
自主的に学習会開く。「そだちのきほん」を教科書にし、各年齢の担任が事例を出しながら進行する。担任しているクラ
スの子供たちの姿を重ね併せてながら学び、発達の道筋と共に各年齢で大切にしなければいけないことなどの認識を
職員間で一致させることができた。しかし、保護者の生活は年々厳しくなり格差がひろがっている。また保護者自身の支
援が必要としていたり、ネグレクトの家庭に対しては子どもへの支援が必要になってくる。行政の支援機関と繫がり、保
育園としてできる支援を考えていく必要性があった。今年度は玄関の柵を取り換え、防犯対策整備事業の補助金で園
庭北及び東側の柵も取り換え工事を行い、駐車場も4台分広げる。

５月

社会福祉事業 



職 員 研 修 災害 健 康 管 理 衛生管理 職員会議
内　容 感　想 内　容 内　容 内　容 内　容 内　容

4月 入園式 子どもの身体的特徴の把握 救急用品の点検 定例職会

(別紙） (別紙) 生活習慣形成の状況の把握 給食会議
リーダー会議

5月 端午の節句 18日　園医健診 環境整備 定例職会・クラス会議
親の会総会 戸外遊びの推進 以上児会議・未満時会議
親子遠足 清潔の習慣づけ・手洗いの励行 給食会議
園庭整備 予防接種確認 リーダー会議

6月 大友　剛コンサート 定例職会・クラス会議
給食会議・リーダー会議

　22日　歯科検診 夏まつり実行委員会

7月 年長キャンプ 毛布クリーニング 定例職会・クラス会議
夏の病気の予防(あせも、 以上児会議・夏祭りまつり実行委員会

リーダー会議
夏まつり プール熱、夏季熱） 未満児会議・給食会議

8月 七夕　 夏季の疲労に注意し休憩を 定例職会・リーダー会議
交通安全教室 取らせる。 運動会実行委員会
天体観測 食中毒の予防 給食会議

9月 運動会 夏の疲労に回復を図る。 非常袋の点検 定例職会・クラス会議
運動遊びを推進する。 運動会実行委員会・給食会議

未満時・以上児会議

10月 以上児クッキング 　12日　園医健診 定例職会・クラス会議
合同避難訓練 全道保問研で山下保育士が実践を 給食会議
落ち葉ひろい遠足 発表する。 衣服の調節（薄着の励行） 運動会実行委員会(反省）

11月 やきいも大会 ノロウィルス，インフル 環境整備 職員会議・クラス会議
エンザの対応について 以上児会議・給食会議
確認する。 リーダー会議

消防自衛団交流 おたのしみ会実行委員会
１２月 おたのしみ会 インフルエンザ予防接種 大掃除 定例職会・リーダー会議

もちつき　 職員健診・腰痛検査 未満児会議
クリスマス会 給食会議

１月 お正月遊び インフルエンザの登園基準提示 定例職会・リーダー会議
交通安全教室 感染症についての研修 以上児会議・給食会議

クラス会議

２月 節分　一日入学 定例職会
劇団風の子観劇 卒園式実行委員会
SL遠足 クラス会議・給食会議

３月 ひなまつり 感染症についての周知 床のワックスがけ 定例職会・リーダー会議
卒園式 梁の埃取り 新年度に向けて8H会議
お別れ進級会 お部屋の引っ越し 給食会議・以上児・未満時会議

お正月遊びは羽子板や竹とんぼ、福笑いの
伝承遊びで楽しんだ

節分の鬼との対決を通し子供たちの成長が見れた。ＳＬ遠
足は治水と一緒に行く。凍った湖水の上を歩き、今までにな
い体験をする。

卒園式で竹踊りに取り組む。難しい課題であったが卒園児
は誇らしげに友達と共に踊っていいた。たくさんの方たちの
協力の中、温かい式を挙げることができた。

年長組のキャンプ。川遊びや天狗との出会い、キャンプファ
イヤーと一日遊びつくした子ども達であった。夏祭り、保育
士はソーラン節を披露する。

親の会の主催で星空観測会を行う。遊学館の移動天文車
で月のクレーターや土星が見えた。以上児が対象であった
が皆楽しんでいた。

天候に恵まれ、てつなぎ公園で運動会を実施す
る。青空の下のびのびと競技する子供たちの姿が
あった。

春に植えたジャガイモを使って以上児でカレーを作
る。3歳児はチョコやシメジを手で割き、4、5歳児は
包丁で野菜を切る。みんなで作るカレーはおいしく
完食する。

地域の方や治水の子ども達も多数参加し、みんなで焼き芋
を食べ、秋の一日を楽しむことが出来た。丹頂消防団のクリ
スマスツリー点灯式に参加する

未満児はわらべうたや触れ合い遊びで日頃の様子を、3、4
歳はごっこで遊んでいる姿を保護者に見てもらえた。年長も
劇として取り組み「にじいろのさかな」の世界を表現できてい
た。餅つきは規模を縮小する。

平成29年度　行事等実施報告書
行 事

新入園児14名を含む71名でスタートする。0
歳児が5名と少ないが、他のクラスは充足し
ている。

暖かい日は園庭にでて虫探しや砂場でのごっこ遊
び、お散歩にも行き外遊びを満喫する。遠足の日
は雨で行き先が遊学館になる。親の会が企画して
いた園庭整備は中止になる。

大友　剛さんのコンサートみんな楽しんでいた。きょうりゅう
組のキャンプ楽しみにしている子、不安な子それぞれだが
仲間と力を合わせ気持ちを一つにし取り組んでいく。






